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近年、GIGAスクール構想によって 1人 1台タブレット端末を使用するよう

になっていたり、日常生活の中でスマートフォンや携帯ゲーム機を使用したり

するなど目を酷使する状況にある。子どもの近視は社会的にも大きな問題とし

て取り上げられている。そこで本研究では、低学年のうちから目の健康につい

ての指導を行う事で目の健康について意識を持たせることを目的として 2 年生

を対象に目の健康を守るための授業等の介入を行った。また子どもの意識や行

動変容を目の健康についてのアンケート調査で比較した。その結果、授業実践

や掲示物・目の体操などの介入をした後には目の健康を守ろうとする意識づけ

ができたと考える。しかし、介入をしてから時間が経つと目の健康に対する意

識も薄れていってしまうため、養護教諭が授業や掲示物を作成するだけでなく

担任や家庭とも連携して子どもが自身の目の健康を守ることができるようにサ

ポートしていくことができるようにしていくことができると良いと考えられる。 

 

 

     


